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（５５）【意匠に係る物品の説明】（１）本願のパイプひずみ計は、地盤や積雪の浅層に埋設され、地すべりや
雪崩の前兆現象として地盤や積雪の浅層に発生するひずみを検出するものである。　（２）本願のパイプひずみ
計１においては、「Ｂ－Ｂ参考拡大断面図」と「電動回動工具に連結する状態を示す参考分解斜視図」に表され
るように、外周面にひずみゲージ（図示せず）を貼り付けた内パイプ部材７の外周面に被覆材９で被覆されてな
るパイプひずみ計本体２の先端にスクリュー３を一体に設け、パイプひずみ計本体２の後端近傍の外周に受圧部
４を一体に設け、受圧部４の後方に六角形状の回動工具取付部５とリード線１０を介してひずみゲージ（図示せ
ず）に接続されたコネクタ６を順番に一体に設けている。受圧部４は、先細りの外向き曲面からなる弾丸形状を
有し、先端の一部には、テーパー面が形成され、パイプひずみ計本体２と同軸に配置される。本願のパイプひず
み計１は、例えば「埋設する状態を示す参考図」にあるような斜面３７においてスクリュー３を下向きにして立
てて、回動工具取付部５に連結させた電動回動工具３５を駆動させてねじ込むことにより容易に地中に埋設され
る。弾丸形状の受圧部４は、パイプひずみ計本体２と一体になって回転しながら短時間に容易に地中の浅層に埋
設される。また、後端面４ｂが斜面３７の表面とほぼ面一になるまで埋設される弾丸形状の受圧部４は、垂直断
面の断面積がパイプひずみ計本体２よりも大きくなるため、浅層の土砂等の移動（変動）を負荷として的確に受
ける。「使用状態を示す参考図」に表されるように埋設後、電動回動工具３５を取り外されたパイプひずみ計１
のコネクタ６には、パイプひずみ計１の埋設箇所近傍に設置され、地盤などのひずみを計測して警告を発生する
警告発生装置４１がケーブル４５を介して接続される。
（５５）【意匠の説明】実線で表した部分が部分意匠として意匠登録を受けようとする部分であり、波線で表し
た部分が部分意匠として意匠登録を受けようとする部分以外の部分である。部分意匠として意匠登録を受けよう
とする部分は、受圧部である。
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【底面図】

【Ａ－Ａ部分の拡大図】
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(4)                       意匠登録１４１４９２５



【電動回動工具に連結する状態を示す参考分解斜視図】

【埋設する状態を示す参考図】
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【使用状態を示す参考図】
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